
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ６月２６日（木）と２７日（金）の一泊二日で集団宿泊訓練を行いました。 

 本年度の学年の目標は次の４点でした。 

① 自分の仕事や役割に責任を持つ。 

② 自然に親しみ、広く豊かな心を育てる。 

③ きまりやマナーを守る。 

④ 友だちと助け合って行動できる。 

 1日目は、２つの活動を行いました。活動Ⅰは「追跡ハイク」

で、グループごとに自然の中を探検しながら植物や昆虫などに

ふれ合いました。二日目の「トレジャーハンティング」との違いは、時間制限がある中での活動

なので、より協力する頃が大切になりました。活動Ⅱは「キャンプファイヤー」で、事前に計画

していたゲームをしたり、火を囲んで「じゃんけん列車」をし

たりしました。子どもたちは、笑顔で元気いっぱい楽しむこと

ができたようです。２日目は、「トレジャーハンティング」を行

いました。クイズに答えながら、背振の自然を満喫しました。 

子どもたちは、学年の４つの目標を達成するために、二日間

一生懸命取り組みました。 

 今後は、この行事で学んだことをこれからの学校生活にぜひ

生かしてくれることを期待しています。 

 

５年生 田植え体験  貴重な体験ができました。 
 ６月３０日（月）上妻校区まちづくり協議会の皆様のご協力のもと、５年生が田植え体験を行

いました。令和４年度までは、納楚の田んぼをお借りしていましたが、本年度から、学校の近く

の田んぼで田植えを体験させていただきました。 

 子ども達は、初めて田んぼに入る児童も多く、最初は泥の感触に戸惑いながらも地域の皆様や

ＪＡの方に教えていただきながら、一つひとつ丁寧に苗を植えていきました。子ども達にとって、

貴重な学びの時間となりました。作業を終えた子ども達は、「秋の稲刈りが楽しみ」と田んぼや

米に対する関心が高まったようでした。収穫した米は、上妻まつ

りで販売する予定です。 

今後も、地域と学校が協力しながら子ども達の学びを豊かに

していきたいと思います。 

ご協力いただいたまちづくり協議会の皆様、ＪＡの皆様、５年

生保護者の皆様、本当にありがとうございました。 

本年度の重点目標  「ちがいを認め合い、共に学ぶ子どもの育成」 
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7月は「同和問題啓発強調月間」です 
 7月は「同和問題啓発強調月間」です。 

 この月間は、日本における同和問題（部落差別）について理解

を深め、一人ひとりが差別のない社会の実現に向けて考え、行動

することを目的としています。私たちの社会には、出身や家庭の

状況、文化、考え方など、さまざまな「ちがい」があります。し

かし、その「ちがい」こそが社会を豊かにし、お互いを理解し合

うための大切なきっかけでもあります。 

 本校ではこの月間を通して、重点目標の「ちがいを認め合い、共に学ぶ」ことの大切さを伝え

る学習を進めています。また、７月１日の全校朝会において、担当教員より、動画絵本「みんな

たいせつ」をもとに自分や周りの人の気持ちを考えることの大切さについて話がありました。 

自分と異なる背景を持つ人々への理解を深め、多様な人たちと共に生きる社会のあり方につ

いて、子どもたちが自分の言葉で考える機会を大切にしています。私たち大人もまた、子どもた

ちと共に学び、偏見や差別のない社会づくりのために、日々の姿勢を見直していきたいものです。

ご家庭でもぜひ、お子さまと一緒に「人を大切にするとはどういうことか」などを話し合ってみ

てください。 

 

 本校では、子ども達の健康な成長を支えるために、日々の生活

習慣の指導についても力を入れています。その一環として、6月

に１・２年を対象とした「歯みがき指導」を実施しました。 

 学習指導には、校区の〇〇歯科医院の〇〇先生や歯科衛生士さ

んから正しい歯の磨き方や虫歯・歯周病を防ぐためのポイントについて分かりやすく説明をし

ていただきました。特に「磨き残しが多い部分」や「仕上げ磨きの大切さ」など、子ども達自身

が実践できる内容に焦点を当てて指導していただきました。 

 実際の鏡を見ながら歯ブラシを使って磨く体験も行い、鏡で自分の口の中を見ながら、どのよ

うに動かすとしっかり汚れを落とせるのかを学びました。子ども達はとても熱心に取り組み、こ

れからの歯みがき習慣を見直す良い機会になったようです。 

 ご家庭でも、毎日の歯みがき習慣について声をかけていただき、ぜひ一緒に「お口の健康」を

守っていただきますようお願いします。 

 

 このところ下校時の寄り道や、放課後の地域で

の過ごし方について気になることがあり、担当教

員より全校朝会において右図のようなことにつ

いて伝えました。子ども達の大切な命を守りたい

と考えています。子ども達が安全に過ごすよう各

家庭においてもご指導をお願いいたします。 


